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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話の着信時に放音される楽音を構成する演奏データを入力する入力手段と、
　この入力手段により入力された演奏データを記憶する記憶手段と、
　この記憶手段に記憶された演奏データと発信元の電話番号とを発信先の電話へ送信する
送信手段と、
　外部の電話から送信された演奏データを受信する受信手段と、
　この受信手段により受信された演奏データと前記発信元の電話番号とを対応付けて複数
組登録する登録手段と、
　電話の着信時に、前記登録手段に登録された複数の電話番号の中から、着信した電話の
発信元の電話番号を抽出し、この抽出された発信元の電話番号に対応する演奏データを前
記登録手段から読み出し、この読み出した演奏データに従って、前記楽音を再生させる再
生制御手段と、
　を備えることを特徴とする携帯電話。
【請求項２】
　演奏データを入力するための入力手段と、
　この入力手段により入力された演奏データを外部に送信する送信手段と、
　外部の電話から送られてきた演奏データを受信する受信手段と、
　この受信手段により受信された演奏データと電話番号データとを対応付けて複数組記憶
する記憶手段と、
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　電話の着信があったことを検出する着信検出手段と、
　この着信検出手段により電話の着信があったことが検出された場合において、当該検出
された着信の着信信号に含まれている発信元の電話番号データが前記記憶手段に記憶され
ているのか否かを判断し、発信元の電話番号データが記憶されていると判断された際は、
当該発信元の電話番号データに対応付けられている演奏データを前記記憶手段から読み出
し、この読み出した演奏データに従って楽音を発生させる楽音発生制御手段と、
　を備えることを特徴とする携帯電話。
【請求項３】
　楽音を発生させる楽音発生部を備えている電話に用いられる楽音発生制御方法において
、
　電話の着信時に放音される楽音を構成する演奏データを入力する入力ステップと、
　この入力ステップにより入力された演奏データを記憶する記憶ステップと、
　この記憶ステップに記憶された演奏データと発信元の電話番号とを発信先の電話へ送信
する送信ステップと、
　外部の電話から送信された演奏データを受信する受信ステップと、
　この受信ステップにより受信された演奏データと前記発信元の電話番号とを対応付けて
複数組登録する登録ステップと、
　電話の着信時に、前記登録ステップに登録された複数の電話番号の中から、着信した電
話の発信元の電話番号を抽出し、この抽出された発信元の電話番号に対応する演奏データ
を前記登録ステップから読み出し、この読み出した演奏データに従って、前記楽音発生部
から楽音を再生させる再生制御ステップと、
　を備えることを特徴とする楽音発生制御方法。
【請求項４】
　楽音を発生させる楽音発生部を備えている電話に用いられる楽音発生制御方法において
、
　演奏データを入力するための入力ステップと、
　この入力ステップにより入力された演奏データを外部の電話に送信する送信ステップと
、
　外部の電話の電話から送られてきた演奏データを受信する受信ステップと、
　この受信ステップにより受信された演奏データと電話番号データとを対応付けて複数組
記憶する記憶ステップと、
　電話の着信があったことを検出する着信検出ステップと、
　この着信検出ステップにより電話の着信があったことが検出された場合において、当該
検出された着信の着信信号に含まれている発信元の電話番号データが前記記憶ステップに
より記憶されているのか否かを判断し、発信元の電話番号データが記憶されていると判断
された際は、当該発信元の電話番号データに対応付けられている演奏データを前記記憶ス
テップから読み出し、この読み出した演奏データに従って前記楽音発生部から楽音を発生
させる楽音発生制御ステップと、
　を備えることを特徴とする楽音発生制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は携帯電話および楽音発生制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯電話を始めとする携帯型の無線通信端末が急速に普及している。無線通信端末
は、各地域毎に設置された公衆基地局を介して、音声データ、文字データ等を送受信する
ことにより、所望の相手方との通話やメール交換が可能である。
【０００３】
この様な無線通信端末には、電話に出なくても発信者が識別できる様に、発信者の電話番
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号や登録氏名、所属組織名等を所定の表示領域に表示させる発信者通知機能を有するもの
がある。この機能を利用すれば、特定の発信者からの電話のみ受信する等して、所望する
通話相手を選択できる。これにより、特に使用者が多忙な時等には、間違い電話や悪戯電
話を極力避けて時間の浪費を防止できる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の無線通信端末で発信者を識別する手段として、電話番号や氏名を表
示させるのは、発信者を特定する手段として必ずしも効果的ではない場合があった。例え
ば、他の携帯電話から着信がある度に、態々携帯電話の表示情報が見える位置まで移動し
なければならず、特に携帯電話が受信者の近くに無い場合や手が離せない場合には不便だ
った。また、視覚障害者の様に表示情報で発信元を認識できない使用者は、電話に出ない
限り発信者を特定できないという問題があった。
【０００５】
　本発明の課題は、電話の発信者が入力した演奏データを外部の電話に送信することも、
逆に、外部の電話から演奏データを受信することも可能であり、かつ、その後、外部から
電話を着信時に、発信元の電話番号を表示しなくても発信元を聴覚で特定できる携帯電話
および楽音発生制御方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するため、以下の様な特徴を備えている。なお、以下に示す手
段の説明中、括弧書きにより実施の形態に対応する構成を例示する。また、符号等は、後
述する図面参照符号に対応する。
【０００７】
　請求項１記載の発明に係る携帯電話は、
　電話の着信時に放音される楽音を構成する演奏データを入力する入力手段（例えば、図
２の鍵盤キー１２ｅ～１２ｐ、図３の演奏操作部１２２；図４のステップＴ１）と、
　この入力手段により入力された演奏データを記憶する記憶手段（例えば、図３の演奏デ
ータメモリ１６ａ；図５のステップＴ１１１）と、
　この記憶手段に記憶された演奏データと発信元の電話番号とを発信先の電話へ送信する
送信手段（例えば、図２のアンテナ１４ａ、図３の通信部１４；図４のステップＴ２）と
、
　外部の電話から送信された演奏データを受信する受信手段（例えば、図２のアンテナ１
４ａ、図３の通信部１４；図８のステップＲ１）と、
　この受信手段により受信された演奏データと前記発信元の電話番号とを対応付けて複数
組登録する登録手段（例えば、図３の電話番号メモリ１６ｂ；図８のステップＲ３）と、
　電話の着信時に、前記登録手段に登録された複数の電話番号の中から、着信した電話の
発信元の電話番号を抽出し、この抽出された発信元の電話番号に対応する演奏データを前
記登録手段から読み出し、この読み出した演奏データに従って、前記楽音を再生させる再
生制御手段（例えば、図３の制御部１１、音声入出力部１８；図１０のステップＲ１３）
と、
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１記載の発明によれば、入力手段は、電話の着信時に放音される楽音を構成する
演奏データを入力し、記憶手段は、前記入力手段により入力された演奏データを記憶し、
送信手段は、前記記憶手段に記憶された演奏データと発信元の電話番号とを発信先の電話
へ送信し、受信手段は、外部の電話から送信された演奏データを受信し、登録手段は、前
記受信手段により受信された演奏データと前記発信元の電話番号とを対応付けて複数組登
録し、再生制御手段は、電話の着信時に、前記登録手段に登録された複数の電話番号の中
から、着信した電話の発信元の電話番号を抽出し、この抽出された発信元の電話番号に対
応する演奏データを前記登録手段から読み出し、この読み出した演奏データに従って、前
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記楽音を再生させる。
【０００９】
　従って、請求項１記載の発明に係る携帯電話は、自らが入力した演奏データを外部の電
話に送信することも、逆に、外部の電話から演奏データを受信することも可能となる。こ
のために、所望の相手は、電話着信時に放音される楽音として登録することが可能となり
、また、電話の着信時に通話相手に所望の曲を聞かせることができる。
　そればかりでなく、外部の電話からの電話着信時に、その着信に係る発信元の電話番号
に対応する演奏データに従った楽音を再生させることが可能となる。このため、受信者は
電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音から電話の発信者が誰であるかを容易且
つ迅速に認識でき、発信元を聴覚で特定することができる。
【００１０】
　請求項２記載の発明に係る携帯電話は、
　演奏データを入力するための入力手段(図２、図３の演奏操作部１２２)と、
　この入力手段により入力された演奏データを外部の電話に送信する送信手段(図３の通
信部１４、制御部１１；図４のT２)と、
　外部の電話から送られてきた演奏データと電話番号データとを受信する受信手段（図２
の通信部１４、制御部１１；図８のR１、R２）と、
　この受信手段により受信された演奏データと電話番号データとを対応付けて複数組記憶
する記憶手段（図２の記憶部１６、１６a、１６ｂ；図３の制御部１１、図８のR３）と、
　電話の着信があったことを検出する着信検出手段（図２の制御部１１；図１０のR１１
）と、
　この着信検出手段により電話の着信があったことが検出された場合において、当該検出
された着信の着信信号に含まれている発信元の電話番号データが前記記憶手段に記憶され
ているのか否かを判断し、発信元の電話番号データが記憶されていると判断された際は、
当該発信元の電話番号データに対応付けられている演奏データを前記記憶手段から読み出
し、この読み出した演奏データに従って楽音を発生させる楽音発生制御手段（図２の制御
部１１；図１０のR１３）と、
　を備えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項２記載の発明に係る携帯電話によれば、自らが入力した演奏データを外部の電話
に送信することも、逆に、外部の電話から演奏データを受信することも可能となる。この
ために、所望の相手は、電話着信時に放音される楽音として登録することが可能となり、
また、電話の着信時に通話相手に所望の曲を聞かせることができる。
　そればかりでなく、外部の電話からの電話着信時に、その着信に係る発信元の電話番号
に対応する演奏データに従った楽音を再生させることが可能となる。このため、受信者は
電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音から電話の発信者が誰であるかを容易且
つ迅速に認識でき、発信元を聴覚で特定することができる。
【００１２】
　請求項３記載の発明に係る楽音発生制御方法は、請求項１記載の発明に係る携帯電話の
場合と同様に、自らが入力した演奏データを外部の電話に送信することも、逆に、外部の
電話から演奏データを受信することも可能となる。このために、所望の相手は、電話着信
時に放音される楽音として登録することが可能となり、また、電話の着信時に通話相手に
所望の曲を聞かせることができる。
　そればかりでなく、外部の電話からの電話着信時に、その着信に係る発信元の電話番号
に対応する演奏データに従った楽音を再生させることが可能となる。このため、受信者は
電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音から電話の発信者が誰であるかを容易且
つ迅速に認識でき、発信元を聴覚で特定することができる。
【００１３】
　請求項４記載の発明に係る楽音発生制御方法は、請求項２記載の発明に係る携帯電話の
場合と同様に、自らが入力した演奏データを外部の電話に送信することも、逆に、外部の
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電話から演奏データを受信することも可能となる。このために、所望の相手は、電話着信
時に放音される楽音として登録することが可能となり、また、電話の着信時に通話相手に
所望の曲を聞かせることができる。
　そればかりでなく、外部の電話からの電話着信時に、その着信に係る発信元の電話番号
に対応する演奏データに従った楽音を再生させることが可能となる。このため、受信者は
電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音から電話の発信者が誰であるかを容易且
つ迅速に認識でき、発信元を聴覚で特定することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、図１～図１０を参照して本発明の実施の形態における無線通信システム１について
説明する。
【００１７】
まず構成を説明する。
図１は、本発明に係る携帯電話１０，２０を利用して構成される無線通信システム１の概
略構成図である。図１において、無線通信システム１は、通信回線網Ｎ、基地局Ｂ、携帯
電話１０，２０より構成され、基地局Ｂは通信回線網Ｎに有線接続されている。
【００１８】
通信回線網Ｎは、有線または無線通信手段によって構成される通信回線網であり、例えば
、通常の公衆電話回線、デジタルデータを伝送可能なＩＳＤＮ（Integrated Services Di
gital Network ）回線、ＰＳＴＮ（Public Switched Telephone Network ）回線等の公衆
回線や、独立して構築された専用線を複数有して成る。基地局Ｂは、通信回線網Ｎに接続
され、携帯電話１０と携帯電話２０間における無線通信を行う公衆基地局である。
【００１９】
次に、図２を参照して携帯電話１０の外観構成を説明する。
図２は、本実施の形態における携帯電話１０の外観構成を示す図である。図２に示す様に
、携帯電話１０は筐体１０ａの表面所定の位置に後述する設定部１２１、及び演奏操作部
１２２から成る入力部１２、表示部１５、レシーバ１８ａ、マイク１８ｂ、スピーカ１８
ｃを備える。また、筐体１０ａの上部には、アンテナ１４ａが伸縮可能に設けられる。ま
た、裏面には、携帯電話１０の動作に必要な電力を供給する充電パック等の電源部（図示
略）を有する。これらの各構成部分は、筐体１０ａ内部に収納された主基板上の電子回路
に接続され、後述する制御部１１により集中制御される。
【００２０】
また、携帯電話１０は、筐体１０ａ内部に後述する音源１７を備え、鍵盤キー１２ｅ～１
２ｐにおける演奏操作に応じて、例えば、ピアノやギター等の各種楽器に対応した音色の
楽音を発生する。楽音は、筐体１０ａの右肩部に設けられたスピーカ１８ｃから出力され
る。
【００２１】
次に、図３を参照して携帯電話１０の内部構成を説明する。図３は、携帯電話１０の機能
的構成を示すブロック図である。この図３に示す様に、携帯電話１０は、制御部１１、入
力部１２、ＲＡＭ１３、アンテナ１４ａを有する通信部１４、表示部１５、記憶部１６、
音源１７、音声入出力部１８より構成され、各部はバス１９により接続される。
【００２２】
制御部１１は、記憶部１６に記憶されている携帯電話１０に対応する各種プログラムの中
から指定されたプログラム、入力部１２から入力される各種指示、またはデータをＲＡＭ
１３内のワークエリア１３ａに展開し、この入力指示、及び入力データに応じて上記プロ
グラムに従って各種処理を実行し、その処理結果をＲＡＭ１３内の所定の領域に格納する
と共に、表示部１５に表示させる。
【００２３】
また、制御部１１は、入力部１２から入力される操作信号に基づいて、各ブロックの動作
を統一的に制御すると共に、携帯電話２０に演奏データを登録するため、後述する演奏デ
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ータ登録処理（図４参照）を実行する。すなわち、制御部１１は、演奏データ生成・入力
処理（図５参照）、演奏データ送信処理（図７参照）等を実行制御する。
【００２４】
また、制御部１１は、後述する演奏データ生成・入力処理において、モード設定が「演奏
入力」であるか否かを判定し、演奏データメモリ１６ａ内部の音色・音高・音長・ベロシ
ティデータ等の演奏データを構成するパラメータを初期化し、入力信号に基づいて各パラ
メータを設定し、該パラメータを演奏データとして曲名データと共に後述する演奏データ
メモリ１６ａの所定の領域に格納する。
【００２５】
また、制御部１１は、後述する演奏データ送信処理において、モード設定が「演奏データ
送信」であるか否かを判定し、演奏データメモリ１６ａ内に演奏データが登録されている
か否かを判定し、演奏データが登録済の場合、演奏データメモリ１６ａに記憶済の全演奏
データの曲名を表示部１５へ一覧表示させ、入力信号に基づいて該曲名一覧の中から任意
の曲名データを選択し、携帯電話１０が通信接続状態にあるか否かを判定し、接続状態に
あれば、上記曲名データに対応する演奏データを演奏データメモリ１６ａから読み出して
携帯電話２０へ送信する。
【００２６】
入力部１２は、モード切替、電話の発信／応答等の各種機能を選択指示する操作釦を有す
る設定部１２１と、演奏データ、電話番号等を入力する演奏操作部１２２を備えて構成さ
れる。
【００２７】
設定部１２１は、２種類のファンクション釦１２ａ、１２ｂと、上下方向のカーソル釦１
２ｃ、１２ｄを備え、各釦を単独でまたは組み合せて押下することにより、各種モード切
替、音色変更、オクターブ調整等を指示する入力信号を制御部１１へ出力する。更に、設
定部１２１は、使用者の設定操作を補助する各種機能を備え、例えば、演奏データの管理
（編集、表示、保存、削除等）を指示する入力信号を出力する構成としてもよい。
【００２８】
また、ファンクション釦１２ａは、携帯電話１０の設定モードに応じて、電話の発信／応
答、演奏データの入力終了、保留等を指示する入力信号を制御部１１へ出力する。同様に
、ファンクション釦１２ｂは、携帯電話１０の設定モードに応じて、演奏データの送信を
指示する機能を兼ねる。
【００２９】
演奏操作部１２２は、鍵盤楽器型に配設される複数の鍵盤キー１２ｅ～１２ｐより構成さ
れる。鍵盤キー１２ｅ～１２ｐは、演奏モードにおいて演奏入力用の音高指定キーとなり
、発信モードにおいてダイヤル番号入力用のテンキーとなる。各モードはファンクション
釦１２ａの押下操作の都度、切り替えて設定される。
【００３０】
例えば、鍵盤キー１２ｅには、演奏モードでは音高「Ｃ３」を指定するキーコードが割当
てられ、発信モードでは数値「０」を指定するキーコードが割当てられる。同様に、鍵盤
キー１２ｆには、演奏モードでは音高「Ｃ３♯」を指定するキーコードが割当てられ、発
信モードでは数値「１」を指定するキーコードが割当てられる。以下、同様に、鍵盤キー
１２ｇ～１２ｐには、演奏モードにおいて音高「Ｄ３」～「Ｂ４」を指定するキーコード
が割当てられ、発信モードにおいて数値「２」～「９」、記号「＃」、「＊」を指定する
キーコードが割当てられる。
【００３１】
また、各鍵盤キーは、音高「Ｃ３」、「Ｄ３」、「Ｅ３」、「Ｆ３」、「Ｇ３」、「Ａ４
」、「Ｂ４」を各々指定する鍵盤キー１２ｅ，１２ｇ，１２ｉ，１２ｊ，１２ｌ，１２ｎ
，１２ｐを白色、「Ｃ３♯」、「Ｄ３♯」、「Ｆ３♯」、「Ｇ３♯」、「Ａ４♯」を指定
する鍵盤キー１２ｆ，１２ｈ，１２ｋ，１２ｍ，１２ｏを黒色として鍵盤型に配置される
。
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【００３２】
また、各鍵盤キーは、内部に押圧センサを内蔵し、押下操作時に加えられた圧力を検出し
、押圧信号として制御部１１へ出力する。制御部１１は、この押圧信号に基づいて、演奏
データを構成するパラメータの１つである音の強弱データ（ベロシティデータ）を生成す
る。
【００３３】
なお、鍵盤キー１２ｅ～１２ｐは、音色切替モードにおいて演奏入力用の音色指定キーと
兼用可能な構成としてもよい。この場合、例えば鍵盤キー１２ｅ，１２ｆ，１２ｇには、
音色データとして「ピアノ」、「オルガン」を指定するキーコードが割当てられる。
【００３４】
ＲＡＭ１３は、制御部１１により実行制御される演奏データ登録処理において、記憶部１
６から取得される各種項目に該当するプログラムや入力データ、及びパラメータ等を一時
的に格納するワークエリア１３ａを形成する。
【００３５】
通信部１４は、音声データを変調、復調する変調／復調回路、及び基地局Ｂと無線通信を
行うアンテナ１４ａ等により構成され、制御部１１からの入力信号に従って通信回線網Ｎ
に接続された基地局Ｂを介して、外部機器とデータや信号の送受信を行う。すなわち、通
信部１４は、音声入出力部１８から入力されるデジタル信号を通信回線網Ｎの周波数帯域
に適合するアナログ信号に変調し、アンテナ１４ａを介して基地局Ｂへ無線送信する。ま
た、通信部１４は、基地局Ｂから無線送信されるアナログ信号をアンテナ１４ａで受信す
ると、制御部１１に着信検出信号を出力すると共に、該アナログ信号を復調して音声入出
力部１８へ送信する。
【００３６】
表示部１５は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等により構成され、制御部１１から入
力される表示指示に従って各種表示データを表示する。
【００３７】
記憶部１６は、磁気的、光学的記録媒体、若しくは不揮発性の半導体メモリで構成される
。記憶部１６は、携帯電話１０のシステムプログラム、処理プログラム、及び当該プログ
ラムの実行に必要な諸データを予め記憶すると共に、各種処理によって登録された演奏デ
ータ、電話番号データ等を所定の領域に記憶する。
【００３８】
上記処理プログラムには、例えば、演奏データ登録処理（図４参照）、及び演奏データ生
成・入力処理（図５参照）を含む。これらの各処理プログラムは、読み取り可能なプログ
ラムコードの形態で格納され、制御部１１は該プログラムコードに従った動作を逐次実行
する。
【００３９】
また、記憶部１６は、内部に上記各データの格納領域として演奏データメモリ１６ａ、電
話番号メモリ１６ｂを有する。
演奏データメモリ１６ａは、各メモリアドレスに対応する格納領域に曲名データ、該曲名
データに対応し演奏データを識別する音符データ、及び演奏データを格納する。ここで、
演奏データとは、楽器の種類に応じて異なる波形データである音色データ、音符の高低（
音階等）を指定する音高データ、音符の発音時間を指定する音長データ、発音の強弱を指
定するベロシティデータをパラメータとして構成され、音声入出力部１８は、当該演奏デ
ータに従って所定の曲の数フレーズを楽音として再生する。
【００４０】
電話番号メモリ１６ｂは、各メモリアドレスに対応する格納領域に電話番号データ、及び
該電話番号データに対応する曲名データを格納する。すなわち、制御部１１は、後述する
着信時処理において、発信元の電話番号データに対応する曲名データを電話番号メモリ１
６ｂから取得すると共に、該曲名データに対応する演奏データを演奏データメモリ１６ａ
から取得し、音声入出力部１８へ出力する。なお、電話番号メモリ１６ｂは、電話番号デ
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ータに対応する発信者の氏名、会社名等を指定する登録名データを対応付けて記憶する構
成としてもよい。
【００４１】
音源１７は、例えばＰＣＭ（Pulse Code Modulation）音源により構成され、所定の音色
のＰＣＭ波形データが記憶された図示しない波形データＲＯＭ（Read Only Memory）を有
する。すなわち、鍵盤キー１２ｅ～１２ｐの押下操作により所定の音高が指定されると、
制御部１１は指定された音高に対応するＰＣＭ波形データを波形データＲＯＭから読み出
し、音声入出力部１８へ出力する。
【００４２】
音声入出力部１８は、Ａ／Ｄコンバータ、Ｄ／Ａコンバータ、ＬＰＦ（Low Pass Filter
）、及び増幅器等により構成され、レシーバ１８ａ、マイク１８ｂ、スピーカ１８ｃを備
える。
音声入出力部１８は、制御部１１から入力される演奏データ等のデジタルデータをＤ／Ａ
コンバータによりアナログデータに変換し、増幅器を介してレシーバ１８ａから楽音とし
て放音する。
音声入出力部１８は、通話時にマイク１８ｂから入力されるアナログ信号を検知すると、
該アナログ信号をＡ／Ｄコンバータによりデジタル信号に変換し、通信部１４へ出力する
。
【００４３】
音声入出力部１８は、入力されたＰＣＭ波形データをＤ／Ａ変換し、ＬＰＦにより所定の
周波数以上の周波数帯域の信号をカットしてノイズを除去し、増幅器を介してスピーカ１
８ｃへ出力する。スピーカ１８ｃは、音声入出力部１８から入力される所定の音色・音高
・音長・ベロシティデータに従って、楽音を放音する。なお、放音する楽音は単音でもよ
いし、複数の楽音を同時に放音する和音や異なる音色の同時発音であってもよい。
【００４４】
また、波形データＲＯＭに記憶される波形データの音色は、例えば、図２の鍵盤楽器型の
携帯電話１０であれば、ピアノやオルガン等の鍵盤楽器の音色がプリセットされている。
なお、管楽器や弦楽器等の複数の音色の波形データを予め記憶しておき、鍵盤キー１２ｅ
～１２ｐを押下することにより、複数の音色の中から所望の音色を選択できる構成として
もよい。
【００４５】
以上、無線通信システム１を構成する携帯電話１０の構成について説明した。なお、携帯
電話２０の要部構成については、詳述した携帯電話１０と同一であるため、各構成部分に
は同列符号を付し、その構成の図示、及び説明は省略する。
【００４６】
次に、本実施の形態における動作を説明する。
まず、携帯電話１０の使用者が所望の演奏データを登録する際に実行される演奏データ登
録処理について、図４～図７のフローチャート、及び各処理に基づくデータの格納例を参
照して説明する。
【００４７】
図４は、演奏データ登録処理を示すフローチャートである。
携帯電話１０の電源釦が押下されると、電源部より各部に電力が供給され、以下に説明す
る演奏データ登録処理を実行するプログラムを記憶部１６から読み出しＲＡＭ１３に展開
すると共に、図４のフローチャートに従った各種動作を実行する。
【００４８】
図４において、まず制御部１１は所望の演奏データを演奏データメモリ１６ａに記憶させ
るため、演奏データ生成・入力処理を実行する（ステップＴ１）。以下、図５を参照して
演奏データ生成・入力処理について詳述する。
【００４９】
図５において、まず制御部１１は「演奏入力モード」であるか否かを判定する（ステップ
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Ｔ１０１）。ここで、「演奏入力モード」である場合（ステップＴ１０１；Ｙｅｓ）、制
御部１１は、演奏データメモリ１６ａ内の音色・音高・音長・ベロシティデータを初期化
する（ステップＴ１０２）。次に、制御部１１は、設定部１２１からの入力信号に基づい
て、記憶部１６に登録された各種楽器の音色データの中から所定の音色データを選択する
（ステップＴ１０３）。
【００５０】
制御部１１は、演奏操作部１２２の鍵盤からの入力信号に基づく音高を指定する鍵盤キー
１２ｅ～１２ｐ入力の判定待機状態に入る（ステップＴ１０４）。ここで、当該キー入力
が有れば（ステップＴ１０４；Ｙｅｓ）、制御部１１は上記入力信号に基づき、対応する
音高データを抽出する（ステップＴ１０５）。次に、制御部１１は、演奏操作部１２２の
鍵盤の押圧力に基づいて、音の強弱を指定するベロシティデータを検出する（ステップＴ
１０６）。
【００５１】
次に、制御部１１は上記音色、音高、ベロシティデータの各データに基づいて、音源とな
る音声入出力部１８に発音を指示する（ステップＴ１０７）。同時に制御部１１は、スピ
ーカ１８ｃから所定の音符データに対応する演奏データに従って発音し、その発音時間を
計時する（ステップＴ１０８）。次に、制御部１１は、鍵盤キーの打鍵終了の判定待機状
態に入る（ステップＴ１０９）。ここで、鍵盤キーの打鍵が終了した場合（ステップＴ１
０９；Ｙｅｓ）、制御部１１は発音を停止（ステップＴ１１０）する。
【００５２】
すなわち、制御部１１は、鍵盤キーを押鍵（ＯＮ）した時刻から離鍵（ＯＦＦ）するまで
の時間データを計時し（ステップＴ１０８～１０９）、音長データを取得する。同時に、
制御部１１は、演奏データメモリ１６ａに音色・音高・音長・ベロシティデータの各デー
タを格納する（ステップＴ１１１）。
【００５３】
そして、制御部１１は、演奏終了を指示する釦入力操作があると、演奏が終了したか否か
を判定し（ステップＴ１１２）、演奏が終了した場合（ステップＴ１１２；Ｙｅｓ）、設
定部１２１からの入力データに基づいて、演奏データメモリ１６ａの曲名データ領域１６
２に所望の曲名データを記憶させる（ステップＴ１１３）。
【００５４】
なお、ステップＴ１１２において、演奏が終了していない場合（ステップＴ１１２；Ｎｏ
）、再度ステップＴ１０３に戻り、ステップＴ１０３～ステップＴ１１１の演奏データ入
力処理を、演奏終了を指示する操作入力があるまで繰り返し実行する。
【００５５】
図６は、上記演奏データ生成・入力処理で生成される演奏データの格納例を示す図である
。図６に示す様に、演奏データメモリ１６ａは、メモリアドレス領域１６１、曲名データ
領域１６２、音符データ領域１６３、及び演奏データ領域１６４を構成する音色データ領
域１６４ａ、音高データ領域１６４ｂ、音長データ領域１６４ｃ、ベロシティデータ領域
１６４ｄを形成して成る。
【００５６】
メモリアドレス領域１６１は、各演奏データが格納されるセルの位置を示すアドレスデー
タを格納し、制御部１１は、このアドレスデータに基づいて、所定の演奏データを取得し
、音声入出力部１８へ出力する。
スピーカ１８ｃから出力される楽音は、音符データ領域１６３に格納された複数の音符デ
ータの組み合わせにより構成されるが、曲名データ領域１６２は、上記楽音を識別する固
有の曲名データを格納する。
【００５７】
また、音符データ領域１６３は、各アドレスデータに１対１対応して形成され、演奏デー
タを識別するための音符データを格納する。演奏データ領域１６４は、各演奏データを構
成するパラメータ格納領域として、音色データ領域１６４ａ、音高データ領域１６４ｂ、
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音長データ領域１６４ｃ、ベロシティデータ領域１６４ｄを有して成る。
【００５８】
音色データ領域１６４ａは、ピアノ、オルガン等の楽器の種類に応じて異なる波形データ
を音色データとして格納し、音高データ領域１６４ｂは、音符の高低（音階等）を指定す
る周波数データを音高データとして格納し、音長データ領域１６４ｃは、音符長を指定す
る発音時間データを音長データとして格納し、ベロシティデータ１６４ｄは、発音の強弱
を指定する振幅データをベロシティデータとして格納する。
【００５９】
次に、図４において、制御部１１は使用者が所望する演奏データを携帯電話２０へ送信す
るため、演奏データ送信処理を実行する（ステップＴ２）。以下、図７を参照して演奏デ
ータ送信処理について詳述する。
【００６０】
図７において、まず制御部１１はモード設定が「演奏データの送信」であるか否かを判定
する（ステップＴ２０１）。ここで、モード設定が「演奏データの送信」である場合（ス
テップＴ２０１；Ｙｅｓ）、制御部１１は演奏データメモリ１６ａ内に演奏データが登録
されているか否かを判定する（ステップＴ２０２）。ここで、演奏データが有れば（ステ
ップＴ２０２；Ｙｅｓ）、演奏データメモリ１６ａに記憶されている全ての曲名データを
表示部１５へ一覧表示させる（ステップＴ２０３）。
【００６１】
次に、制御部１１は、設定部１２１からの入力信号に基づいて、表示部１５の曲名データ
一覧の中から所望の曲名データを選択する（ステップＴ２０４）。次に、制御部１１は携
帯電話１０，２０が各々の通信部１４，２４を介して通信接続状態にあるか否かを判定す
る（ステップＴ２０５）。ここで、接続状態にあれば（ステップＴ２０５；Ｙｅｓ）、設
定部１２１からの演奏データの送信を指示する（ステップＴ２０６）入力信号に基づいて
、制御部１１はステップＴ２０４で選択された曲名データに対応する演奏データを演奏デ
ータメモリ１６ａから抽出する（ステップＴ２０７）。
【００６２】
次に、制御部１１は、入力された電話番号に対して電話を発信し、相手先の応答を検出す
ると、演奏データメモリ１６ａから読み出された演奏データを、アンテナ１４ａを介して
、基地局Ｂへ無線送信し（ステップＴ２０８）、演奏データ登録処理を終了する。
【００６３】
なお、ステップＴ２０２において、演奏データメモリ１６ａ内に演奏データが無ければ（
ステップＴ２０２；Ｎｏ）、「登録曲が有りません。」等の演奏データが記憶されていな
い旨のメッセージデータを表示部１５へ表示させる（ステップＴ２０９）。そして、再度
前述した演奏データ生成・入力処理に移行する。
【００６４】
次に、図８～図１０を参照して、演奏データ受信側の携帯電話２０の動作について説明す
る。制御部２１は、携帯電話１０から送信される演奏データを受信し格納するため、演奏
データ格納処理を実行する。
【００６５】
すなわち、図８において、制御部２１は、通信回線網Ｎを介して携帯電話１０から送信さ
れる演奏データを通信部２４で受信する（ステップＲ１）。次に、制御部２１は送信元で
ある携帯電話１０の電話番号データを取得する（ステップＲ２）。そして、制御部２１は
、ステップＲ１で受信した演奏データを、ステップＲ２で取得した電話番号データと対応
付けて、着信時の演奏データとして記憶部２６に記憶させる（ステップＲ３）。
【００６６】
ここで、図９は、上記演奏データ格納処理により格納される演奏データに対応する曲名デ
ータと発信元の電話番号データとの対応例を示す図である。図９に示す様に、電話番号メ
モリ２６ｃは電話番号データ領域２６５、曲名データ領域２６６より構成される。電話番
号データ領域２６５は、使用者によって登録された各人の電話番号データを格納し、曲名
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データ領域２６６は、演奏データメモリ２６ａの曲名データ領域２６２に格納された曲名
データの中から、任意の１つの曲名データを格納する。
【００６７】
すなわち、電話番号メモリ２６ｃには、複数の電話番号データが記憶され、各電話番号デ
ータに１対１で対応付けて着信時に出力される演奏データに対応する曲名データが格納さ
れている。なお、１つの曲名データを複数の電話番号データと対応付けて記憶する構成と
してもよい。
【００６８】
次に、図１０のフローチャートを参照して、外部端末（例えば、携帯電話１０）からの電
話着信時に制御部２１により実行される着信時処理について説明する。
【００６９】
すなわち、図１０において、まず制御部２１は通信部２４を介して携帯電話１０からの電
話を着信する（ステップＲ１１）。次に、制御部２１は電話の発信元である携帯電話１０
の電話番号データを取得し、表示部２５に表示させる（ステップＲ１２）。そして、制御
部２１は取得した電話番号データに対応する曲名データを電話番号メモリ２６ｃの曲名デ
ータ領域２６６から読み出し、該曲名データに対応する演奏データを演奏データメモリ２
６aから抽出し、音声入出力部２７へ出力して楽音を再生する（ステップＲ１３）。
【００７０】
上述の様に、本発明に係る携帯電話１０は、鍵盤型に設けられた演奏操作部１２２に複数
の鍵盤キー１２ｅ～１２ｐが配設され、演奏入力モードではこれらの鍵盤キーが音高指定
キーとして機能する。従って、使用者は楽器の演奏と同様の操作感覚で、多様な演奏デー
タを容易に入力できる。
【００７１】
また、登録された演奏データを、通信部１４を介して相手先の携帯電話へ送信し、該演奏
データを発信元の電話番号データと対応付けて、相手の携帯電話の記憶部に記憶させ、次
回、その発信元からの電話を着信すると、登録された演奏データに従って楽音を再生する
機能を有する。従って、電話の着信時に発信元の電話番号データに応じて所定の楽音を再
生できるため、受信者は電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音に従って発信者
を容易且つ迅速に認識できる。また、自らが作成した楽音を相手の携帯電話の呼出音とし
て登録でき、例えば、相手の誕生日や記念日にお祝いのオリジナル曲を贈る等、通話相手
に所望の曲を聞かせることができる。
【００７２】
以上、本発明を適用した携帯電話１０，２０の代表的な実施の形態について説明したが、
次に図１１を参照して他の実施の形態における携帯電話３０について説明する。
【００７３】
図１１は、弦楽器型の携帯電話３０の外観図である。同図において、携帯電話３０は、筐
体３０ａの表面にファンクション釦３２ａ，３２ｂから成る設定部３２１、フレット３２
ｃ～３２ｆが配設された演奏操作パネル３２２、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等に
より構成される表示部３５、発音タイミングを指定する金属弦３０ｂを備え、表示部３５
の上部にレシーバ３８ａ、下部にマイク３８ｂが設けられる。また、筐体３０ａの左肩部
には楽音を出力するスピーカ３８ｃが設けられる。
【００７４】
なお、携帯電話３０の全体構造は、上記実施の形態において詳述した携帯電話１０と要部
構成、及び動作を同一とするため、同一の構成部分については同列の符号を付し、その細
部構成の図示、及び詳細な説明は省略する。
【００７５】
携帯電話３０において、設定部３２１は、２種類のファンクション釦３２ａ，３２ｂを備
え、各操作釦の単独または組み合せた押下操作により、モード切替、ピッキング切替等を
指示する各種入力信号を制御部３１へ出力する。
演奏操作パネル３２２は、弦楽器（例えば、ギター、ベース等）のフレットを模して固定
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的に配置され、弦楽器の演奏操作で楽音の音高を指定する複数のフレット３２ｃ，３２ｄ
，３２ｅ，３２ｆを有する。
【００７６】
各フレットには６個のフレット釦が並列的に配設され、右端のフレット釦は第１弦に対応
し、以下、右から順に第２弦、第３弦、第４弦、第５弦に対応し、左端のフレット釦は第
６弦に対応する。
【００７７】
演奏データ入力モードでは、使用者は携帯電話３０をギターに見立てて、筐体３０ａを左
手で裏側から支えつつ、左手の指で所定のフレット釦を押下した状態で、右手の指、また
は金属製のピックを金属弦３０ｂに接触させる。この時、発生する静電気または電気信号
に対応する検出信号が制御部へ出力され、発音タイミングを決定する。同時に、押圧され
たフレット釦に対応する音高の楽音が演奏データに従った音色、音長、ベロシティでスピ
ーカ３８ｃから放音され、演奏データメモリ内の各格納領域に記憶される。なお、フレッ
ト釦は電話の発信時には、電話番号入力用の数値キーとして機能する。
【００７８】
この様に構成される携帯電話３０においても、上記実施の形態における携帯電話１０と同
様の処理を実行する。すなわち、制御部は、各種釦から入力される操作信号に従った処理
を実行するため、携帯電話３０の各部の動作を制御し、上述の演奏データ登録処理（図４
参照）、演奏データ格納処理（図８参照）、着信時処理（図１０参照）等を実行制御する
。
【００７９】
すなわち、フレット釦の押下操作によって演奏データの登録を可能とし、また、登録した
演奏データの相手先への送信を可能とする。更に、電話の着信時には発信元の電話番号に
対応付けられた着信時用の演奏データに従って楽音を再生する。
【００８０】
上述の様に、本実施の形態における携帯電話３０は、ギター等の弦楽器を模して形成され
、複数のフレット釦を設け、演奏入力モードでは、該フレット釦を音高指定キーとして機
能させ、演奏データの入力を可能とする。従って、使用者はギターの演奏と同様の操作感
覚で演奏データを入力し登録できる。また、登録された演奏データを所望の相手先へ送信
し、発信元の電話番号データと対応付けて電話番号メモリに記憶させ、次回、その発信元
からの電話を着信すると、登録された演奏データに従って楽音を発音させる。従って、使
用者は、電話を着信した際に発信元を楽音によって容易に識別できる。
【００８１】
なお、上記実施の形態における記述内容は、本発明に係る携帯電話の好適な一例であり、
これに限定されるものではない。
例えば、図２、図１１に示した外観構成は、携帯電話の筐体形状をピアノ、トロンボーン
、木管楽器等の各種楽器の形状に模したものとしてもよい。また、筐体の形状に応じた音
色データがプリセットされているものとしてもよい。
【００８２】
また、上記実施の形態では、電話の着信時に相手先の電話番号を表示する構成としたが、
非表示としてもよい。これにより、受信者は楽音により発信者を聴覚的に識別できるが、
本人以外の人に発信者や電話番号を知られることがない。
【００８３】
更に、同一の携帯電話が携帯電話１０の演奏データ登録機能と携帯電話２０の着信時再生
機能を併せ持つ構成とすることも勿論可能である。その他、携帯電話の細部構成、及び詳
細動作に関しても、本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【００８４】
【発明の効果】
　この発明によれば、自らが入力した演奏データを外部の電話に送信することも、逆に、
外部の電話から演奏データを受信することも可能となる。このために、所望の相手は、電
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話着信時に放音される楽音として登録することが可能となり、また、電話の着信時に通話
相手に所望の曲を聞かせることができる。
　そればかりでなく、外部の電話からの電話着信時に、その着信に係る発信元の電話番号
に対応する演奏データに従った楽音を再生させることが可能となる。このため、受信者は
電話番号や氏名等の表示情報を見なくても、楽音から電話の発信者が誰であるかを容易且
つ迅速に認識でき、発信元を聴覚で特定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る無線通信システム１の概略構成図である。
【図２】図１の携帯電話１０の外観構成図である。
【図３】図１の携帯電話１０の要部構成を示すブロック図である。
【図４】図１の制御部１１により実行される演奏データ登録処理を示すフローチャートで
ある。
【図５】図１の制御部１１により実行される演奏データ生成・入力処理を示すフローチャ
ートである。
【図６】図１の記憶部１６に記憶される演奏データの格納例を示す図である。
【図７】図１の制御部１１により実行される演奏データ送信処理を示すフローチャートで
ある。
【図８】制御部２１により実行される演奏データ格納処理を示すフローチャートである。
【図９】記憶部２６に記憶される電話番号データと曲名データの対応例を示す図である。
【図１０】制御部２１により実行される着信時処理を示すフローチャートである。
【図１１】他の実施の形態における弦楽器型の携帯電話３０の外観構成図である。
【符号の説明】
１　　無線通信システム
１０，２０　　携帯電話
１０ａ　　筐体
１１　　制御部
１２　　入力部
１２１　　設定部
１２ａ，１２ｂ　　ファンクション釦
１２ｃ，１２ｄ　　カーソル釦
１２２　　演奏操作部
１２ｅ～１２ｐ　　鍵盤キー
１３　　ＲＡＭ
１３ａ　　ワークエリア
１４　　通信部
１４ａ　　アンテナ
１５　　表示部
１６　　記憶部
１６ａ　　演奏データメモリ
１６１　　メモリアドレス領域
１６２　　曲名データ領域
１６３　　音符データ領域
１６４　　演奏データ領域
１６４ａ　　音色データ領域
１６４ｂ　　音高データ領域
１６４ｃ　　音長データ領域
１６４ｄ　　ベロシティデータ領域
１６ｂ　　電話番号メモリ
１６５　　電話番号データ領域
１６６　　曲名データ領域
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１７　　音源
１８　　音声入出力部
１８ａ　　レシーバ
１８ｂ　　マイク
１８ｃ　　スピーカ
１９　　バス
３０　　携帯電話
３０ａ　　筐体
３０ｂ　　金属弦
３２１　　設定部
３２ａ，３２ｂ　　ファンクション釦
３２２　　演奏操作パネル
３２ｃ～３２ｆ　　フレット釦
３５　　表示パネル
３８ａ　　レシーバ
３８ｂ　　マイク
３８ｃ　　スピーカ
Ｂ　　基地局
Ｎ　　通信回線網

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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